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 事業概要 

風車を集約配置する大規模な風力発電所においては, 風車後方の低風速域(後流域)が後続風車に干
渉することによる発電量の低下が問題となっており, 風車後流域の風速回復過程の解明が大きな関心
を寄せている. 本研究では, 風車後流域に存在する渦・風速変動を大規模な数値解析によって解像する
ことで, どのようなスケールの渦・風速変動が後流域の風速回復に寄与しているかを明らかにするこ
とを目的とした. 

 
 

 JAXA スーパーコンピュータを使用する理由と利点 

風車後流域の影響範囲を考慮すると, 風車直径の 10 倍程度のスケールで計算空間を確保する必要が
ある. 一方で風車から発生する主要な風速変動を解像する為には風車翼端における翼弦長基準の格子
サイズが要求される. 結果的に広範囲に渡って高解像度格子を要求する大規模計算となり, スーパー
コンピュータの利用が望ましい. 

 

 今年度の成果 

風車後流域に対して一定のスケールの外乱を与えるための手法として, 風車の回転面を周期的に変
化させる周期的ヨー角条件を付加した数値解析を実施した. 計算の実行には回転翼機用 CFD ソルバ
ーである rFlow3D を用いた. 図 1 に周期的ヨー角条件における風車後流域の渦構造の可視化図の例を
示す. 後流域に風車直径に代表されるスケールの蛇行運動が発生することで, 風車後流域の風速回復
が促進される結果が得られた. また, 数値解析によって取得した風速分布に対して動的モード分解を
適用することで, 流れ場に存在する主要な変動モードを抽出し, 今回得られた風速回復の促進効果が
どのような周波数帯の渦や風速変動によって生じたかについて考察した. 図 2 に動的モード分解によ
って抽出した後流域の主要モードの例を示した. 各モードの乱流エネルギーの比較により, 蛇行運動
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に対応する長周期変動が風速回復に大きな寄与を与えることを示唆する結果が得られた

図 渦度等値面による周期的ヨー角条件時の後流構造の可視化

図 動的モード解析による後流域の風速変動の主要モード

図 動的モード解析による周波数ごとの乱流エネルギーの寄与率
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